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この度、豊川市企画部防災対策課と豊川市観光協会がコラボして、いなりんの防災リ

ュックを作成しました。詳細は下記のとおりです。 

記 

１ 名称  

  いなりん防災リュック 

２ 概要・特徴 

災害時の非常持ち出し袋として活用できるいなりんのぬいぐるみ型の防災リュック

です。頭頂部にファスナーがあり、持ち出し品を入れることができます。 

「いなりん防災リュック」に、お子さんと一緒に必要となるモノを考えながら用意

することで、楽しみながら備える意識を持つことができます。また、すぐに持ち出せ

るリビングなど日常空間においておくことで、日頃からの防災意識向上につながりま

す。避難所へ行った際には、抱きまくらにも、心のいやしにもなってくれます。 

豊川市企画部防災対策課の提案により、豊川市観光協会で商品化したものです。 

３ 販売 

豊川市観光協会 

３，５００円（税込み） 限定１００個 

申し込みはＦＡＸ、Ｅメールまたはチラシ申込書にてお申込みください。 

電話０５３３－８９－２２０６ FAX０５３３－８９－２２７６  

Eメール info@toyokawa-map.net  

※納期は令和３年４月以降の予定です。申し込み後に観光協会から別途ご連絡させ

ていただきます。 
問い合わせ先 

企画部防災対策課 担当：鈴木要介 

電話：0533-89-2194（内線1７６６） 

Ｅメール：bosai@city.toyokawa.lg.jp 

 



 

  

 

災害時に必要なものは、おとな、こども、お年寄り、同じではありません。また、

ひとりが背負う重さには限界があります。一家の持ち出し品を一つにまとめるので

はなく、それぞれ自分用の持ち出し袋を作っておくことも効果的です。 

かわいい「いなりん防災リュック」に、お子さんと一緒に必要となるモノを考えな

がら入れてみてはいかがでしょう。また、すぐに持ち出せるリビングなど日常空間

においておくことで、日頃からの防災意識向上につながります。 

避難所へ行った際には、抱きまくらにも、心のいやしにもなってくれます。 

 できました!! 

上部のファスナーが開き、

持ち出し品を入れることが

できます。 

中綿のボリュームがあり、

クッション性に優れ、抱き

ごこちも良好です。 

持ち手と背負いベルト（調

整可能）があり、小さなお

子様から大人まで使用でき

ます。 

 豊川市防災対策課・豊川市観光協会 コラボ企画 

※リュックのみの販売です。
防災用品は各自でご用意く
ださい。 

※不燃布ではありません。 

 

企画：豊川市企画部防災対策課 販売：豊川市観光協会 

※商品、購入に関するお問い合わせは 豊川市観光協会 ☎０５３３－８９－２２０６ まで 

※申込先着順 

お申込みは観光協会まで（裏面を参照） 

 
名札付き 

身長１１５㎝の子が背負った
状態です。 
サイズ （胴体部分） 
たて約３６㎝×よこ約３２㎝ 

 
大人も 

使用可! 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お申し込みは豊川市観光協会（プリオ５階）へＦＡＸ、Ｅメールまたは本申込書にてお申込みください。 

豊川市観光協会(営業 平日 10時～18時)  

FAX０５３３－８９－２２７６ 電話０５３３－８９－２２０６ E ﾒｰﾙ info@toyokawa-map.net 

☆お受け取りは、豊川市観光協会(プリオ５階)または豊川市観光案内所(豊川稲荷スクランブル交差点角 営

業 10時～15時 年中無休(臨時休館あり) 電話 0533-89-2411)での手渡しとなります。 

☆代金は受け取り時にお支払いください。なお、キャンセルは受けかねますのでご承知おきください。 

申 込 書 ※納期は令和３年４月以降の予定です。別途ご連絡させていただきます。 

ふりがな 

氏 名 

 

 
電話番号 

(自宅)    －     － 

(携帯)    －     － 

住 所  
メール 

アドレス 
 

購入数     個 代金       円（3,500 円税込／個） 

備蓄品は、主に自宅や職場に置いておくものを指し

ます。重いもの、量の多いものなど、自宅で使用する

飲料水や生活用品などです。特にカセットコンロなど

を用意しておくと良いでしょう。 

また、避難所で長期生活しないで済むよう、家の耐

震化や家具の固定をしておくことが重要です。 

 

非常持ち出し品を準備しましょう 

非常持ち出し品の例 

災害が発生し、避難所で生活しなければならなくなった場合を考えて、生活に必要なもの

を持ち出せるようにしておきましょう。 

非常持ち出し袋は、重いと避難するのが大変です。また、子どもが背負うことのできる重

さは限られます。リュックに入れるのは１～２日避難所でしのぐ程度の物と量が目安です。 

また、大人と子どもでは、必要なものは違います。子どもの目線で考える必要があります。

最低限、これだけは持っているとよい、というものを持たせてあげるとよいでしょう。 

ご家族で話し合いながら、持ち物を分担して用意しておきましょう。自分の必要なものは

自分で準備しておく。そうやって家族で話し合うことで、備える意識を持つことができます。 

乳幼児、妊婦がいる家族の場合【非常持ち出し品にプラス】 

★以下のものを参考に準備しましょう！ 
□飲料水      □非常食（３日分） 
□携帯ラジオ    □懐中電灯（予備電池） 
□ﾋﾞﾆｰﾙ袋・ｺﾞﾐ袋  □生理用品 
□衣類・軍手・眼鏡 □ﾀｵﾙ・ﾃｨｯｼｭ・ｳｪｯﾄﾃｨｯｼｭ  
□雨具・防寒着   □マッチ・ライター 
□救急医薬品や常備薬、お薬手帳 等 
□食品用ラップ   □筆記具  □新聞紙 
□貴重品（現金【小銭も】通帳・保険証・免許証・印鑑） 
□歯ブラシ     □マウスウォッシュ  など 

【日用品】 
□紙おむつ     □哺乳瓶・使い捨て哺乳瓶 
□おしりふき    □おんぶ紐・だっこ紐 
□授乳ケープ    □ブランケット   
□母子健康手帳   □ガーゼハンカチ  
□母乳パット    □子供の衣類    
□子供のおもちゃ  □紙コップ・スプーン 
□健康保険証と子ども医療費受給者証コピー など 
【食料品】 
□離乳食      □粉ミルク・飲料水  
□おやつ      □アレルギー対応食  など 

 
何を入れるか 
考えてねだリン☆ 

非常持ち出し品と備蓄品の違いとは？？ 

着替えはかさばる

から１着にすると

いいだリン☆ 

アレルギーのある

人は自分の食べら

れるものを入れて

ねだリン☆ 

お気に入りのオモ

チャや本、おやつ

を入れておくと避

難所で気持ちがお

ちつくだリン☆ 

トイレはガマンで

きないから携帯ト

イレを入れておい

てねだリン☆ 

家族の写真を入れ

ておくと、はぐれ

ちゃったときに役

立つだリン☆ 

新型コロナ対策も

かねて、マスクや

消毒液も入れてお

いてねだリン☆ 

※いなりんリュックには子供が必要な最低限のものを入れてあげてください。 


